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担当：神村（地域協働コーディネーター） 

電話：0766-56-7500（内線 1632） 

kyodo@pu-toyama.ac.jp 

令和６年７月３日 

令和６年度前期 地域協働授業成果発表会の開催 

 

本学では建学以来、地域に根ざした大学を目指し、地域との対話・協働・交流によ

る教育・研究・社会貢献の取組みを進めているところです。 

その一環として、今年度も、様々なゼミ等の授業科目において、学生が地域関係者

と直接対話や交流などを行い地域が抱える課題について考え、また、その課題解決の

サポートをする活動に取り組んできました。 

このたび、地域の関係者の方々にも公開して学生による地域協働授業成果発表会を

開催いたします。 

 

１ 開催趣旨  

今年度の本学ゼミ等における地域協働授業の取組みの成果について、学生が発

表する場を設け、学生のさらなる主体性や学修の発展を図ります。また、地域関

係者にも公開し、本学での地域協働授業の取組みを周知するとともに、参加者と

の質疑応答などの対話を通じて、大学・学生・地域との関係性をより深めていく

機会とすることを目指しています。 

 

※本発表会は半期に一度行っており（ただし令和 2 年度前期は開催せず）、平

成 25 年度後期より開始し今回で 21 回目となります。発表会以降も各活動

をご覧いただけるよう、発表スライドを元にしたポスター展示も実施します。 

 

２ 開催日時 第１日目：令和 6 年 7 月 11 日（木）13：10～14：40 

第２日目：令和 6 年 7 月 12 日（金）14：50～16：20 

 

※ポスター展示期間：7 月 11 日（木）～7 月 31 日（水） 

 

３ 場 所 富山県立大学射水キャンパス（射水市黒河 5180） 

中央棟 大講義室（ポスター展示：アカデミックモール） 

 

４ 詳 細 別添チラシをご参照下さい。 

 

５ その他 事前申込は不要です。どなたでもご参加いただけます。 

 

※本学の「地域協働授業」の概要やこれまでの実績等については、

地域協働支援室の HPをご覧ください。https://tpu-cbl.net 
 

公立大学法人富山県立大学 

News Release 

https://tpu-cbl.net/


令和6年度前期 富山県立大学

地域協働授業成果発表会

お問い合わせ

富山県立大学 地域協働支援室

TEL：0766-56-7500(内線 1255)

MAIL：kyodo@pu-toyama.ac.jp

〒939-0398 富山県射水市黒河5180

FAX：0766-56-8022

URL：https://tpu-cbl.net

開催日時
1日目 7月11日（木） 13:10～14:40

2日目 7月12日（金） 14:50～16:20

開催場所

富山県立大学 射水キャンパス中央棟 大講義室

ポスター展示期間

7月11日（木)～7月31日（水）

ポスター展示場所

中央棟1階 アカデミックモール

地域協働支援室HP



2日目 7月12日(金) 14:50～16:20

1日目 7月11日(木) 13:10～14:40
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